
　「自分で考え、自分を選ぶ」

こどもの未来を育む服装の選択制

　　　〜 多様性を認め合い、安心して学べる学校へ  〜

　　　　　　　　　　　杜の里小学校 保護者説明会　　令和８年２月



１　なぜ今、服装の選択制なのか

これまでの「当たり前」から、
　　　　　　　これからの「学び」へ。

社会の変化：  国の指針やジェンダー平等の推進

こころの健康：体型や性自認への悩みに寄り添う

生きる力：  「今日何を着るか」から始まる主体性

「みんな同じ」で安心する段階から
「違っても大丈夫」と信頼し合える　段
階へ

※本校は「完全私服化」を目指すのでは
なく、「標準服も私服も選べる」という選択
肢の拡大を提案しています。

多様性の尊重 主体性の育成



個別対応の「むずかしさ」【多様性】

■現在の対応

　・保護者、本人と学校が相談⇒個別対応を合意

■むずかしさ

　・個別対応を受けている子どもは「特別な子」

　　「普通の子」と「特別な子」

　・声をあげることもできず、がまんする子・保護者



規則や制度の見直し

■規則や制度の見直し

　　⇒「特別な子」でなくなる

　　⇒自分はどうしたいか？　自分で考え、自分で決める

■自分らしくいられる子どもの権利

　　⇒ウェル・ビーイング　　　

　ありのまま　ありがとう　なんとなかる　やってみよう



 ２　何がどう変わるのか（具体的な選択肢）

標準服の自由 私服の選択 安全帽子の選択

標準服の代わりに、動きやすく学習に
適した私服での登校が可能です。

性別に関わらず、スラックス・スカート
・半ズボンを自由に選べます。

帽子も、お子様の好みや日差しの状況
に合わせハット型・キャップ型を選べま
す。



３　学校生活でのマナーとルール　 ガイドラインの提示

「何でもあり」ではありません。学習の場にふさわしい服装 を指導します。

安全面

学習面

TPO
（時と場面）

・遊具に引っかかる長いひも、フードは控える
・サンダルや厚底靴など、運動に適さない靴は避ける

・大きな音（シャカシャカ）が鳴る、過激すぎるデザインは避　ける
・名札は校内で着用する

・儀式（卒業式等）は標準服または準ずる服を推奨
・体育は指定の体操服に着替える

「活動しやすさ」と「周りへの配慮」を大切にします



４　試行期間中のこどもたちの様子

● 「その日の気温に合わせて選べるから快適！」

● 「好きな色の服を着ると、学校が楽しくなる」

● 「友達が自分と違う服でも、それが普通になった」

● 「自分の意見を大事にされている気がする」

こどもたちのポジティブな声

学年が上がるにつれ、標準服を好む傾向も見られます



５　ご懸念への対応：いじめ・格差について

「服装がきっかけでいじめが起きないか？」

【学校の考え】
いじめの原因は「服装の違い」そのものではな
く、「違いを攻撃していい」という心の土壌にあ
ります。

服装を統一して隠すのではなく、「違いがある
のが当たり前」という人権意識を育てる授業
を並行して行います。

教育活動の強化

● 全校での多様性・人権学習の実施

● 「相手を尊重する言葉遣い」の指導

● トラブルの早期発見・早期対応の徹底



 ５　ご懸念への対応：経済的負担について

「私服を揃えるのが大変」

私服を新調する必要はありません。今
お持ちの服で十分です。 むしろ、成長
の早い小学生にとって、高価な標準服
を買い直す負担を減らすことにも繋が
ります。

育友会や金沢市子育て支援課と連携し、標
準服のリユース（お下がり）をより利用しやす
い仕組みを整えます。必要な方が手に取れ
る環境を目指します。

リユース事業の活用

保護者の方の「負担増」にならない運用を、共に考えてまいります



 ５　ご懸念への対応：一体感・帰属意識

「揃える一体感」から「認め合う連帯感」へ

同じ服を着ることで得られ
る「安心感」も大切です
が、これからの時代は「背
景が違う人とも手を取り
合える力」が求められま
す。



保護者アンケート
令和８年１月２２日～２６日

回答数２００名



5(2.5%)

7(3.5%)

19(9.5%)

肯定的回答
　　　約８５％

否定的回答
　　　約　５％

わからない
　　約　１０％



肯定的回答
　　　約６０％

否定的回答
　　　約２０％

わからない
　　　約２０％



機能性・利便性心身の健康



儀式的行事の準備
買い替えの判断　　　
　　
　負担感



19(9.5%)

7(3.5%)

賛成　約７５％

反対　約１５％

わからない
　　約１０％



児童アンケート
令和８年１月１９日～２１日

回答数３７２名



制服　約３０％
私服　約７０％



低学年は私服の
割合が高い

高学年は制服の
割合が高い



機能性・利便性

主体性・多様性



もったいない

時間

困ったことはない



22(5.9%)

11(3.0%)

40(10.8%)

賛成 約８０％

反対 約１０％

わからない
　 　約１０％



検証１　「自己決定」がもたらすポジティブな変化  

児童は「きまりではなく自分で決めることができる」という点
に高い価値を感じており、主体性の育ちが見られます 。
また、気温や体調に合わせて機能性・利便性を考え、自ら
服装を調節する姿も確認できました 。
保護者の約６０％が子どもの主体性の育成に期待できると
肯定的な回答があります。



検証２　多様性の尊重と心の安心感  
保護者の約85%が、この制度によって「多様性の尊重」への効

果を感じています 。

児童からも「友達と服が違ってもそれが普通になった」という声

があり、違いを認め合う土壌が育ち始めています 。

自分らしく安心して学校生活を送ることができると感じていま

す。

多様性や他者の選択を尊重するよさを感じています。



検証３　 「標準服」の価値の再認識

一方で、高学年ほど標準服を好む傾向や、今ある制服を「もっ

たいない」と大切に思う児童も多く存在します 。

儀式的行事には場にふさわしい服装が必要と考えている児童

が多く存在します。

私たちは「完全私服化」ではなく、あくまで標準服も私服も選べ

る「選択肢の拡大」が、子供たちの安心に繋がると確信してい

ます 。



アンケートから見えてきた保護者の声

「儀式的行事にふさわしい服装の基準がわからない」

　↪　判断の難しさ

「一度きりのために新調するのは負担」

　↪　経済的側面

「一人だけ浮いてしまったらどうしよう」

　↪　周囲との調和への不安



検証４　保護者のご懸念（経済的負担・行事）への対応

アンケートでは儀式的行事の服装や買い替えの判断について心配の声も寄せられました 。

リユースの推進 :

育友会や金沢市と連携し、標準

服のリユース（お下がり）を利用

できる仕組みを整え、経済的負

担を軽減します 

適切なTPOの指導 :

｢何でもあり」ではなく、卒業式等

の儀式では標準服やそれに準

ずる服を推奨するなど、時と場

面に応じた指導を継続します 。



リユースの推進 :「制服バンク石川」を通じて、以下のサポートが受けられます。

リユース制服の譲渡 :
本校の標準服（上着・ズボン・スカート等）の在庫がある場合、

クリーニング済みの状態でお譲りいただけます。

常設拠点の活用 : 
金沢市内の拠点（例えば「近江町交流プラザ」や事務局など）にて、実際に手に取って確認すること
が可能です。

学校内での「お譲り会」の共催 : 
今後、育友会と協力した学内リユース譲渡会の実施を

計画しています。



儀式的行事における考え方

1. 「標準服」は、最も安心で正装にふさわしい選択肢です

迷われた際は、標準服を着用していただくことが、最も確実で安心な選

択肢であることに変わりはありません。

今回の制度変更は「標準服を否定する」ものではなく、「標準服という

正解を持ちつつ、他の選択も認める」ものです。

2. 「TPO（時・場所・場合）」を学ぶ教育の機会と捉えます

卒業式や入学式は、感謝や決意を伝える「儀式」の場です。学校では児童に
対し、「自分の好きな服」だけでなく、「その場にふさわしい（相手に敬意を表
す）服装」を考える指導を行います。これまでも他者の選択を尊重する指導を
行ってきました。





こどもの「今」を支え、

「未来」を育むために。

この取り組みは、学校だけで完結するものではありません。
ご家庭での会話、地域での見守り、そのすべてが子供たちの豊かな選択を支えます。
不安な点があれば、いつでも共に考えさせてください。

ご清聴ありがとうございました


